
歴
史
を
訪
ね
て
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「
ぴ
ぴ
」
と
は
、「
比
布
」
と
い
う
地
名
の
語
源
と
な
っ
た
ア
イ
ヌ
語
で
す
。
比
布
は
以
前
「
ピ
ピ
」
ま
た
は
「
ピ
プ
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

婦
人
活
動
の
変
せ
ん

　

比
布
町
に
お
け
る
戦
後
の
婦
人
活
動
の
は
じ

ま
り
は
、
昭
和
24
年
に
公
民
館
婦
人
部
（
部
長

曽
我
部
ツ
ル
ヨ
）
が
婦
人
会
の
設
立
を
呼
び
か

け
た
と
さ
れ
て
い
る
。
同
年
８
月
に
東
園
婦
人

会
が
初
め
て
発
足
し
、
同
年
10
月
に
中
央
婦
人

会
（
市
街
地
区
）
が
設
立
、
戦
後
の
婦
人
参
政

権
の
付
与
と
と
も
に
女
性
の
地
位
向
上
を
目
指

し
て
婦
人
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
そ
の
後
も

各
地
区
で
婦
人
会
の
結
成
が
続
き
、
28
年
に
町

公
民
館
で
９
単
位
婦
人
会
の
代
表
者
が
参
加
の

も
と
、「
比
布
村
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会
」（
現

在
の
比
布
町
婦
人
会
連
絡
協
議
会
）
の
設
立
総

会
が
開
か
れ
た
。

　

そ
の
10
年
後
の
38
年
に
は
、
14
単
位
婦
人
会

が
加
入
し
、
会
員
数
は
約
千
人
と
な
っ
て
い
た
。

活
動
を
広
げ
た
協
議
会
は
、「
新
生
活
運
動
推

進
部
」「
交
通
安
全
推
進
部
」「
婦
人
防
火
ク
ラ

ブ
」
な
ど
が
設
け
ら
れ
、
各
種
研
修
会
や
教
養

講
座
の
ほ
か
、
全
町
敬
老
会
、
成
人
式
の
協
力

や
歳
末
助
け
合
い
運
動
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

事
業
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
り
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
た
。
ま
た
、
福
祉
会
館
前
に
水
銀
灯

（
２
基
）
や
、
役
場
庁
舎
落
成
時
に
屋
上
へ
「
愛

の
鐘
」
を
寄
贈
し
、
時
刻
を
告
げ
る
ふ
る
さ
と

の
鐘
は
長
く
町
民
に
親
し
ま
れ
て
い
る
。

　

そ
の
後
も
地
域
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
功

績
か
ら
、
平
成
６
年
に
は
町
の
百
年
記
念
式
典

で
特
別
功
労
表
彰
を
受
け
て
い
る
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
参
考
・
比
布
町
史
）

昭
和
28
年
４
月
12
日
に
地
域
の
女
性
８
４
３
人
に
よ
っ
て
、「
比

布
村
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会
」（
初
代
会
長 

宮
﨑
光
）
が
誕
生

し
た
。
こ
れ
ま
で
の
数
々
の
取
り
組
み
に
よ
り
地
域
に
貢
献

し
て
き
た
同
協
議
会
が
令
和
４
年
３
月
22
日
の
解
散
式
を
も
っ

て
、
68
年
続
い
た
歴
史
に
幕
が
下
ろ
さ
れ
る
。

ＥＸＩＴが比布町をＰＲ

【成人式】
初代会長の宮﨑光さんが成人式で新成人
に向けて激励の言葉を贈られていた。

【昭和 45 年 2 月 18 日　町内婦人研修会】
午前中は、保健師による衛生講話とフィルムフォーラムで「母の役割」、「おふくろ」
の映画上映、午後からは中学校の谷越先生の指導により、美容体操をかねたフォー
クダンスの講習が公民館（現在の福祉会館）で行われ、約 100 人が参加されていた。

【交通安全マスコット】
毎年、新一年生に交通安全の
願いを込めて手作りのマス
コットが贈られていた。


